
T

f

V
；
　
t
s

．

．

　
’

v●

↓
パ

．

i
－

●

＿

J
　
　
・

Z

e

w

号ユ2飽

貞
報

●

L．

、・

町占根L大昭和29年9月ユ日《1）

五1

／
　
ド

言
シ

／

s

，

ノ
s

　
　
ノ

’：一＝

題牢

s〈
⑳

湾
号21

　
　
迭

砲

告

　
　
　

示

　
　
九
　　行　所

　　　町役場
，

　　5fi　1番

取渋sが訊

一

…
－
力
強
い
第

一
歩

古濠里宮

　　印　　刷　　所

痴屋lf曾田町664マ

麗ξ遷竺騨発・

へ
）

建
）

再
）

大
根
占
町
農

業
協
同
組
合

既
報
の
通
り
危
磯
に
立
つ

た
大
根
占
脇
協
は
本
釜
新

組
合
長
の
就
仔
以
來
、
着

々
内
部
体
制
の
刷
新
強
化

に
努
め
、
意
々
再
違
へ
の

道
を
直
進
し
て
來
ま
し

N
が
、
町
と
し

て
も
、
こ
の
側
面
艶
援
助
を
な
す
爲
、

再
硬
対
策
委
員
会
を
設
置
し
相
擦
オ
て

再
建
に
努
力
す
る
こ
と
、
な
り
法
し
た

委
員
は
各
部
落
よ
り
四
、
五
名
第
各
界

の
代
表
者
を
委
嘱
レ
、
八
月
十
六
日
劉

利
原
稜
区
を
皮
切
り
に
、
二
十
六
日
池

田
、
二
十
七
日
大
根
占
烏
浜
と
鷺
区
鴎

に
協
翻
会
を
開
吉
．
、
各
地
区
協
■
食
の

席
上
町
長
は
、
先
づ
町
M
政
に
y
す
る

町
民
窒
湧
努
露
し
産
、
現
一

在
の
隠
代
に
於
y
て
農
民
幅
利
の
増
ユ
一

の
爲
に
間
協
の
存
立
発
髄
は
不
可
叉
の

褒
素
で
あ
り
、
町
民
経
済
に
影
苦
ず
る

処
大
で
あ
り
、
從
っ
て
町
と
し
て
も
麗

臼
の
勘
向
に
は
深
書
間
心
を
持
ち
、
一

も
周
体
と
な
つ
て
再
狸
に
遡
進
す
る
N

民
N
を
ひ
れ
舎
レ
、
本
釜
組
合
長
又
現

題
め
む
翼
は
千
切
の
谷
底
に
突
落
さ
れ

再
建
封
策
協
議
會
開
か
る

た
る
獅
子
の
仔
に
し
て
一
身
を
●
し

何
時
か
再
建
蜜
踊
●
旧
旭
に
国
虚
レ
t
t

い
と
再
建
に
当
る
宕
惹
τ
．
万
ぱ
文
喪
そ

協
臨
は
終
始
口
蜘
”
↑
虻
亡
寧
に
夢
口

原
案
遁
り
女
廟
を
否
一
レ
．
万
緯
●
一

致
を
以
て
出
賢

R
φ
●
」
零
対
　
共
版

体
淘
の
髄
尾
⇔
の
高
を
・
〔
ぺ
　
吹
の
通

り
腎
員
を
培
任
し
て
、
一
路
遇
遊
、
パ

量
新
に
再
趣
（
の
鋤
一
渉
を
ふ
み
出
し

N
し
も
勺

射黛
委
員
金
の
浸
員
次
の
通
り
。

　
　
虫
　
長
　
　
町
長
　
宮
里
箪
吉

　
■
金
長

パ大
根
占
）
脇
　
秀
男

　
　
〃
　
　
（池
　
田
）
押
領
司
才
指

　
　
〃
　
　
（宿
利
原
）
宿
利
原
飽
二

・

こ
派
遺
参
事
別
府
熊
夫
氏

　
着
任

大
根
占
間
協
再
建
の
爲
願
瞬
協
嘉
’
」
王

遣
参
耳
の
汲
遺
方
を
懇
踊
f
f
O
略
　
T

二
十
四
H
指
導
遽
別
府
圭
鄭
が
迂
預
時

俘
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

内
部
体
制
を
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
機
構
改
革
を
断
行

再
四
対
策
へ
の
粥
一
笥
善
と
し
て
大
製

　
　
　
　
　
　
　
．
－
，
．
●
●
■
●
　
　
●
●
　
　
●
●
　
　
　
●
　
　
　
●
．

み
■
鴎
は
㊦
O
尋
ち
司
M
改
革
を
行
い

亘
　
－
一
丁
話
．
、
匂
e
h
’
　
）
造
．
）
潅
o

●

鴇
　
　
　
ユ
府
熊

管墓
（
俄
窮
5
甥
、
経
括
統
制
）

　
　
　
　
窒
長
、
●
亀
鮭
務

　
　
　
　
攻
長
　
冑
国
正

し
漸
擢
導
双

（g
R
’
畜
西
）

　
　
　

課
長
’
3
事
恒
括

±
恒
課

（信
用
事
蘭
・
砿
霞
）

　
　
　

課
長

　
小
聾
伊

経
済
諌
（
販
短
購
買
村
用
、
宮
臼
）

　
　
　

課
長

　
今
w
＃
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願晶
霧
島
大
会
に
出
席
し
て

　
去
る
七
月

三
十
一
日
よ
り
二
泊
三
日

間
に
慮
り
民
安
回
市
町
村
青
年
團
運
絡

協
■
金
が
●
烏
㎏
ケ
裾
館
で
開
か
れ
た

の
で
あ
り
ぼ
す
が
、
本
印
際
年
團
と
し

ま
し
て
も
大
金
の
ふ
ん
い
古
7
感
受
し

併
せ
て
今
後
の
町
揖
輪
彊
お
〉
コ
鯖
二

町
青
協
長

中

村

三

る
発
展
を
図
ら

ん
と
し
て
各
凌
区
■
よ

り
正
式
代
表
男
女
各
1
名
以
外
に
二
名

宛
計
十
二
名
の
幹
部
が
謬
加
し
た
の
で

あ
り
凌
す
。

　
出
席
者
一
岡
に
代
り
経
過
は
別
と
し

て
胃
年
團
運
動
の
基
本
的
な
問
題
に
対

勇
　
士

し
て
9
”
想
の
み
を
逃
ぺ
、
一
千
名
本

虻
N
員
の
今
後
貧
々
の
團
結
を
乞
う
と

共
に
罰
民
各
位
の
一
段
の
御
認
職
、
御

協
η
を
■
う
亥
開
で
あ
り
ぼ
す
。

1、
AH
者
に
つ
い
て

　
例
年
七
〇
ち

を
『
娼
る
出
席
率
も
本

奉

仕

作

業

に

つ

い

て

　
「脳
芦
工
ε
e
う
富
貫
は
、
今
頃
流
で
も
つ
て
事
鞘
ず
る
こ
と
は
財
政
的
に

行
ら
なピ
百
う
八
が
あ
る
か
も
知
れ
と
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
少

謬
穀
詩
簾
鷲
饗
離
鑓
舗
』
噸
額
露
鰭

ti
・

r
＿
“
＿
．
．
．
＿
．
．
．
　
．
．
．
．
“
．
“
l
i
t
l
g
出
蛮
い
の
で
吹
の
よ
・
に
N
a

　
封
麹
爵
代
の
督
仕
」
と
愈
E
主
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
e

園
家
に
お
け
る
　
r
■
W
　
“
、
■
由
を
ー
、
罰
廻
の
維
持
修
理
に
つ
い
蕎
二

そ
く
ば
く
さ
れ
た
圧
力
の
下
に
行
わ
れ
　
圏
（
響
験
）
お
願
y
ず
る
。

池
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
■
で
あ
り
、
　
2
、
旬
魂
界
の
鍵
持
管
理
の
た
め
下
払

『奉
仕
］
に
対
ず
㊨
批
判
さ
オ
も
蔚
吉
　
　
い
を
年
二
圃
お
■
e
T
る
o

れ
な
か
つ
た
紹
対
的
な
も
の
で
あ
つ
た
以
上
が
革
年
に
お
け
る
町
金
般
に
亘
る

こ
と
は
歴
史
が
示
す
通
り
で
あ
り
ま
す
一
奉
仕
を
■
う
基
本
浸
で
あ
D
ぎ
し
て
非

そ
こ
で
こ
の
圧
力
に
屈
し
た
霧
甲
仕
』
　
常
災
害
の
●
曾
と
か
特
s
t
の
場
t
　
〈
口

か
ら
現
在
の
民
圭
化
さ
れ
た
時
代
の
『
道
を
整
備
す
ろ
と
か
）
に
モ
の
賄
埴
地

奉
仕
』
は
『
理
解
に
基
く
牽
仕
』
へ
と
域
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
よ

進
渉
し

て
y
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
　
う
で
あ
り
ま
ず
o

霞
薪
翼
き
の
聾
O
誌
鷺
義

あ
り
ま
す
が
、
町
も
1
か
ら
十
衰
で
金
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
◆
所
が
最
近
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

「ポ
什
に
に
つ
い
て
一
二
の
例
と
し
て

ー
t
白
分
聯
は
別
に
職
業
が
あ
る
か
ら

　
そ
れ
辱
の
奉
伎
に
出
な
く

と
も
よ
い

2
、
記
蔦
金
な
る
も
己
は
現
在
存
在
レ

　
な
い
．
健
つ
て
部
落
に
入
ら
な
く
と

　
も
配
給
も
何
も
”
を
K
ぐ
こ
と
は
な

　
い
。
邸
羅
に
入
つ
て
聯
仕
に
行
つ
た

　
り
、
或
い
は
牽
仕
に
行
か
”
’
か
つ
た

　
か
ら
と
部
落
に
労
力
費
を
納
め
た
り

　
す
る
よ
り
部
落
に
入
ら
ぬ
方
が
よ
い

な
ど
と
言
わ
れ
、
少
く
と
も
こ
れ
ら
は

町
内
で
知
職
廣
と
称
さ
れ
民
圭
々
磯
を

町
民
に
指
導
す
べ
吉
立
場
の
人
に
多
い

畿
で
す
o

　
人
は
一
人
世
話
は
出
來
な
い
と
の
字

が
示
す
ご
と
く

人
の
ユ
で
は
立
た
な
い

の
で
こ
れ
を

（
N
）
他
の
ユ
が
支
え
お

互
に
た
す
b
あ
つ
て
は
じ
め
て
人
と
N

石
の
で
あ
り
ま
す
．
か
く
の
如
く
全
て

世
の
中
は
協
同
体
で
あ
り
、
に
の
■
体

一
生
活
に
入
る
こ
と
を
面
倒
だ
と
す
る
ζ

と
は
璽
な
る
自
巳
の
目
蘭
の
利
㊨
の
み

を
追
及
す
る
個
人
主
哉
者
で
あ
り
、
自

ら
協
同
体
を
破
践
す
る
行
☆
で
あ
り
、

許
さ
る
べ
吉
行
爲
で
は
な
い
戸
轡
っ
て

国店
り
ま
す
。
少
く
と
も
一
つ
の
町
村
に

居
庄
す
る
間
は
そ
の
土
地
の
任
民
で
あ

り
、
そ
の
士
地
の
方
針
に
は
企
つ
て
行

v
べ
き
e
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
モ
の

意
瞭
に
お
い
て
私
は
町
内
に
居
庄
し
て

Y
る
人
は
全
て
こ
れ
ら

の
わ
ず
か
の

「

誘
仕
」
に
車
先
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

舎
た
い
も

の
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。
部

落
に
入
ら
な
い
か
ら
出
な
い
と
U
う
の

は
理
由
に
な
ら
ず
少
く
と
も
M
落
に
入

ら
な
く
と
も
一
つ
の
町
村
と
い
う
行
政

区
域
に
入
つ
て
い
る
こ
と
を
充
分
理
解

し
て
い
た
だ
雷
た
い
も
の
と
思
つ
て
居

り
ま
守
。☆

☆

☆

☆

☆

☆
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9月の行事

　ユ5日

1ユ5日竜躍論しkD
≡　　　　町嬬人kで90才
1　　　　以上の老人ICEi］念
≡　　　　晶を題り・各部落
1　　　　婦人会では70才
≡　　　　以上のt人を招含
≡　　　　　敬老会を催す

≡23日　秋分
≡秋彼岸
≡新時代の結婚式は
≡公民館の結婚式場
≡でどうぞ〃
コ

≡下旬　畜塵品騨会
●

　1日　母子家庭実組問憂
　　　　　　　民註，］苗
　　　　　　　町婦人箋
11日　仲秋の明月・十r
　　　夜綱引き
　　　としよりの日

町
村
合

併
問
題

三
ケ

町
村
合
併
は

難
か
し
い
？

大
根
占
、
恨
占
、
田
代
三
ケ
町
村
の
倉

併
問
題
は
町
．
曳
か
ら
色
々
の
角
度
か
ら

研
究
富
れ
、
協
庖
会
も
再
三
開
か
れ
ま

し

ぶ
が
、
八
月
二
十
五
日
本
町
で
縣
町

村
a
仕
ば
工
憂
■
会
委
員
を
迎
ユ
∧
て
協

謹
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
三
ケ
町
村
代

褒
は
こ
れ
に
乳
立
ち
午
鴻
埠
π
だ
け
の

協
闘
会
で
協
語
の
結
果
次
の
よ
う
（
s
理

ロ
　
　
サ
ロ
コ
ひ
コ
　
ひ
コ
コ
お
　
　
　
　
コ
　
コ
ひ
サ
ロ
ひ
ぜ
ロ
　
ロ
　
ロ
ロ
　
サ
ロ
　
ロ
ウ
コ
ウ
ロ
コ
づ
ぶ

年
は
八
〇
％
而
も
傍
鰐
者
が
正
式
口
員

以
上
に
多
か
つ
た
こ
と
叉
女
子
の
出
席

も
1
1
1
分
の
　
1
以
上
め
好
毯
を
占
め
て
い

た
こ
と
は
、
大
会
に
対
す
る
興
味
以
上

に
如
何
に
地
域
南
年
團
の
運
営
に
関
心

を
示
し
て
い
る
か
雲
う

か
雲
わ
れ
危
。

局
筥
詔
、
服
装
、
蹄
度
等
絡
騒
当
時
に

見
ら

れ
る
よ
う

な
軽
溝
さ
と
遠
ぽ
さ
つ

ば
り
と
し
て
整
つ
て
い
た
扇
も
よ
い
o

二
泊
三
日
と
は
ロ
ヌ

蓮
日

の
猛
暑
と
併

せ
朝
六
障
起塵
は
便
申
の
三
贈
頃
、

三
臼
闇
の
鱈
駁
間
間
で
あ
り
乍
ら
会
謹

E
居
匿
O
す
る
者
も
t
s
か
つ
丸
と
い
う

事
は
、
討
■
の
■
飢
さ
を
物
韻
る
も
の

で
あ
り
叉
希
■
大
な
る
青
年
の
着
さ
で

も
あ
ろ
う
。

二
、
遣
営
全
設
に
対
†
R
感
想

　
ユ
、
運
営
委
員
会
鵠
度
に
つ
い
て

　
各
市
郡
図
代
表
の
協
l
員
で
田
成
さ

れ
、
大
会
蓮
筥
の
全
般
的
な
計
画
や
田

定
、
鍵
践
等
自
圭
的
に
、
そ
し
て
終
始

円
渦
に
行
わ
れ
た
こ
と

は
こ
の
制
度
に

よ
る
も
の
と
し
て
参
考
に
な
つ
た
。

　
2
、
謹
事
蓮
行
に
つ
い
て

　
■
長
口
三
名
交
互
の
進
行
は
堂
に
入

っ
た
も
の
で
、
顧
題
の
基
本
的
な
考
ヌ

方
や
動
■
の
取
り
上
げ
万
操
決
の
方
法

等
、
常
に
研
究
婁
口
し
て
い
る
漠
子
が

う
か
’
A
わ
れ
我
々
の
勉
鰻
の
足
り
な
さ

を
痛
感
し
た
。
然
し
一
葭
長
が
個
人
感

情
に
定
っ
て
降
だ
ん
し
た
事
は
若
者
2

は
い
え
遺
憾
だ
つ
た
と
思
う
。

　
3
、
発
言
率
と
内
容
に
つ
U
て

　
全
体
を
通
じ
発
言
率
が
岡
一
人
約
十

名
位
い
に
限
定
さ
れ
て
口
た
事
は
、
弁

鵠
的
、
申
停
的
論
旨
に
も
原
因
が
あ
る

と
は
S
K
量
憾
に
感
じ
た
e

　
比
較
的
ま
と
ま
つ
た
意
見
で
あ
り
主

に
障
躍
郡
出
身
者
に
独
占
さ
れ
た
形
で

あ
つ
た
が
、
肚
会
的
経
験
の
少
な
い
た

め
か
論
旨
に
信
念
が
欠
け
て
い
た
よ
う

由
で
三
ケ
町
村
の
合
併
は
雛
か
∬
レ
い
の

で

は
な
い
か
と
蓉
う
一
応
⑳
緒
論
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

し
ま
し
た
。
乃
ち

ユ
’
合
併
し
た
場
筒
地
域
が
匿
吉
に
過

町
木
炭
組
合
総
会

占

大
警
粟
竈
§
歳
八

根
　
月
二
十
四
日
宿
利
原
申
挙
稜
で

大

開
き
・
二
＋
八
年
度
決
算
の
承

N
、
二
十
九
年
度
の
予
算
及
び
嘉
業
計

画
を
決
足
し
、
任
期
渦
了
の
役
員
改
選

木
炭
品
騨
会
、
木
涙
蹴
習
会
等
に
つ
い

て
協
謹
さ
れ
た
が
、
特
に
l
1
十
八
年
度

の
出
旋
盤
二
〇
万
俵

（十
五
K
入
）
合

だ
。
女
子
の
発
言
が
二
、
1
1
1
人
藷
い

て
全
然
な
か
つ
治
事
は
今
後
考
え
る
べ

き
と
思
う
。
諭
旨
弁
明
申
特
に
感
じ
た

扇
は
、
配
布
さ
れ
て
い
N
責
料
に
つ
い

て
融
川
細
に
研
究
が
な
さ
れ
叉
市
郡
段
階

や
町
村
段
階
で
色
々
協
議
レ
結
論
を
持

蓼
し
て
い
た
事
で
あ
つ
た
。

　
4
、
政
治
悶
題
へ
の
関
心
度

　
大
会
決
臨
案
や
ス
ロ
－
ガ
ン
の
内
容

を
繊
酎
し
叉
発
宮
内
容
等
踏
考
す
る
と

舎
昨
年
ま
で
の
鹿
見
島
噺
と
い
う
小
さ

な
伜
の
地
域
に
お
け
る
街
犀
問
題
か
ら

飛
躍
し
、
胃
年
■
遡
動
は
全
国
に
つ
な

が
る
国
家
振
展
の
最
大
の
推
進
力
だ
と

い
う

観
念
が
強
く
現
れ
て
い
池
よ
う
だ

か
と
い
つ
て
全
然
地
域
に
立
脚
し
な
い

者
ヌ
で
な
く
国
家
国
民
の
将
來
を
双
肩

に
担
う
も
の
で
あ
る
が
故
に
＃
よ
り
憂

慮
す
る
と
口
う
憂
目
の
心
情
に
外
な
ら

な
s
も
の
で
あ
り
、
論
旨
を
綜
合
す
る

と
吉
そ
こ
に
は
政
党
政
渡
に
偏
し
な
い

三
詣
曙
人
口
齪

2
、
交
通
が
不
便
で
廣
域
行
政
の
晒
果

　
行
政
の
未
騙
渉
透
、
経
費
の
首
紋
は

　

期
待
出
來
な
い
。

3
、
教
育
施
設
轡
も
地
理
的
に
統
廃
白

　

は
難
か
し
い
。

4
、
右
の
よ
う
な
汲
縢
件
で
合
併
し
て

　
も
既
に
先
例
が
め
る
よ
う

に
、
合
併

　

に
よ
る
利
は
上
ら
ず
、
却
つ
て
行
政

　
効
率
は
落
ち
る
よ
う
な
こ
と
に
な
つ

　
て
は
庄
民
の
幅
祓
増
海
は
期
せ
ら
れ

　
ぬ
o

こ
れ
に
対
し
、
縣
側
は
田
代
村
が
法
律

一に
よ
る
合
併
対
象
町
村
で
あ
り
、
三
町

村
の
合
併
が
最
も
里
ま
し
い
こ
と
で
あ

・

．

．

－
H
l
・
－
＿
l
・
l
t
t
t
l
●
＿
．
．
＿
●
・
d
“
●
●
●
●
t
t
●
■
●
－
■
t
－
■
■
●
■
●
－
t
l
　
t
■
●
－
●
●
1
－
－
●
●
●
●
t

一
る
こ
と
A
し
、
個
別
に
各
町
村
の
意
児

を
賠
取
し
た
が
結
論
を
得
ず
敵
会
し
迄

　
ノ
　
　
ノ
ト
ノ
く
ハ
　
　
　
く
グ
　
　
　
　
ト
ノ
ト
ト

顕
に
し
て
田
、
七
〇
〇
万
円
に
選
し
江

内
第
一
位
で
あ
っ
た
が
品
質
に
於
い
て

劣
る
の
で
、
今
後
俵
装
の
改
暫
、
品
質

の
改
良
週
別
の
励
行
を
申
合
せ
盛
会
裡

に
散
会
し
た
。

　
新
役
員
は
吹
の
通
り

　
　
組
合
長
　
　
柔
　
原
　
廃
攻
阻

　
　
副

〃
　
　
南
　
　
麗
男

　
　
監

扇

　
竿
下
石

太

吉

　
　
　
〃
　
　
大
根
占
町
騒
協

冑
年
の
正
義
感
だ
と
痛
感
し
写

　

原
水
爆
実
験
禁
止
、
被
焚
者
理
、
護
仏

の
成
立
、
国
会
解
散
要
求
φ
、
与
．
晒
を

代
表
し
た
政
治
問
題
へ
の
樋
幽
化
は
、

民
圭
團
体
の
牲
格
か
ら
し
て
の

一
応
批

判
は
あ
る
に
せ
よ
胃
年
蓮
動
の
時
代
的
‥

発
展
と
思
う
o

　

5
、
そ
の
他

　
モ
の
他
発
衷
に
出
た
各
市
町
村
の
冑

年
■
鋤
営
の
実
昧
、
分
科
会
や
役
員
改

遇
ω
経
過
等
あ
り
ま
す
が
雀
賄
し
ま
す

最
後
に
地
域
青
年
画
本
來
の
使
命
な
り

目
的
か
ら
し
て
叉
冑
年
の
有
能
な
る
庇

会
人
へ
の
勉
学
の
集
い
と
い
う
考
ヌ
か

ら
し
て
わ
れく
は
も
つ
と
習
年
圏
活

動
に
力
を
注
ぎ
地
域
の
課
題
を
発
見
し

叉
設
冠
し
巨

身
撤
養
を
昂
め
つ
A
地
域

砒
会
の
伸
展
の
た
め
に
寄
与
し
な
り
れ

ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
匿
古
に

表
現
出
來
得
な
い
感
想
を
胸
に
抱
宕
乍

ら
一
箪
記
レ
ぎ
す
。

議麟灘騨大≡
暑難竃購翻
魂ξき曇購§鰭≡

辱㌶2耀鑓舗i
　とに要当地一の蓮四ち　　≡　　　　　　　　　　　　直

lll麗1｝lll當耀i

肱根
帖

土

史

　
二
、
ピ
．
代
の
大
根
占

　
　
り
　
　
の
　
　
タ

0
　
言
三
式
叉
化
時
代

　
二
千
年
位
削
の
頃
に
な
る
と
今
ま
で

の
狩
猟
き
痴
呆
に
ょ
つ
て
い
泡
不
安
定

な
庄
活
が
よ
う

や
く

絡
り
を
皆
げ
、
新

文
化
が
博
わ
つ
て
蕉
三
爲
に
生
活
の
方

式
が
一
変
し
、
こ
、
に
新
し
い
時
代
の

曙
が
お
と

ず
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
人
々
は
魁
耕
を
知
る
よ
う
に
な
り
、

一定
の
土
地
に
定
庄
し
て
齢
落
を
佗
‥
り

は
じ
め
た
の
は
こ
の
時
代
で
あ
る
o
土

器
や
石
器
等
の
作
り
方
も
一
階
巧
み
と

t画
U
、
穴
器
も
旋
わ
れ
、
函
に
青
銅
や

鉄
で
迫
具
を
作
る
よ
う
に
な
つ
た
。
食

9
活
必
上
；
°
心
不
や
㏄
般
が
用
い
ら
れ

生
活
上
の
不
安
か
二
く

な

つ
∴
。
叉
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇

堂

鮮
、
申
国
と
の
接
倍
炉
切
蛤
う
ハ
新
文

化
が
硲
★
に
醇
わ
つ
て
ε
9
主
・
か
v

見
C
く
る
と
現
在
の
■
お
位
8
に
会
智

近
い
も

⑳
に
な
つ
て
廉
抱
轡
に
曳
付
く
‘

の
で
あ
る
。
意
一
実
日
本
文
化
の
●
倍
は

こ
の
蒔
㈹
に
出
來
上
つ
た
の
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
ロ
　
し

　
申
苦
の
魏
志
と
い
う
本
に
当
0
9
の
1
1

本
の
H
破
が
見
ズ
で
い
る
o
そ
れ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
わ

る
と
波
轟
は
ヨ
本
を
倭
と
呼
び
日
本
人

　
カ
　
　
ゐ

を
倭
人
と
呼
ん
だ
。
国
は
百
余
国
に
分

れ
時
冴
定
め
て
通
交
す
る
と
あ
る
。
乙

の
百
余
の
部
落
栖
娠
山
中
か
ら
天
皇
家

を
申
心
と
ず
る
勢
力
が
壇
強
し
婁

定
の
機
運
に
向
い
蓮
に
大
和
朝
廷
の
成

立
を
見
る
に
到
る
の
で
あ
る
。
当
地
万

に
於
て
も
熊
襲
狙
伐
の
故
事
は
こ
れ
を

飯
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
こ
の
察
に
つ

い
て
は
章
を
ぴ
め
て
逃
ペ
カ
い
。
　
※

王

※
さ
て
こ
の
博
代
を
弥
上
式
叉
化
口
代

と
称
ず
る
が
西
麟
汕
元
前
後
か
ら

三
世

紀
頃
ま
で
の
間
で
今
か
ら

お
よ
そ
千
七

百
年
か
ら

二
千
年
の
昔
に
相
当
す
る
。

②

N
代
の
X
恨
占

　
未
だ
文
献
ω
無
い
時
代
で
あ
る
が
、

宰
に
先
人
の
残
レ
潅
遺
物
遺
蹟
が
発
見

さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
つ
て
当
時
の

大
根
占
の
委
を
解
剖
し
て
見
よ
う
。

　
こ
の
陶
代
の
遺
物
は
町
内
各
地
に
豊

富
に
発
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
蘭
時
代
に

く

ら
べ
て
任
民
が
漸
次
増
加
し
治
忘
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
然
も
其
の
分
布
昧

態
は
奥
地
の
山
岳
地
婿
よ
り
も
海
岸
に

近
い
台
地
か
又
は
海
岸
卒
地
に
多
い
e

こ
の
串
実
か
ら
し
て
、
辺
鄭
な
こ
の
地

方
に
も
新
文
化
が
簿
描
し
て
、
狩
猟
に

都
臼
の
よ
い
奥
地
か
ら
麗
業
に
便
利
な

台
地
又
は
海
岸
の
低
地
へ
と
移
行
し
た

も
の
と
見
ヌ

る
。
筆
者
の
発
見
し
た
遺

物
を
地
域
別
に
分
類
す
る
と
吹
の
通
り

蕊

v
“

纏

○
、

：
l
：
　
L
．
　
．
，

’
〆
　
、
　
　
　
、

地
（第
二
回
）

続

だ
痕
跡
が
歴
門
戸

罰
つ
て
、
、
委
、

鞠離麟
難
監
地
。
診
蕊

つ嶺
硫
理
ト
於
霊
へ
忌
日

あ
石
が
’
s
J
⑳
f
f
域
の
激
物
は
L
に

譜
蜘
雲
鵠
鯉
誘
髭
ぷ

を
明
ら
か
に
し
て
く

れ
る
。

　
（
K
鋤
）
及
び
木
場
の
上
の
田
山
（
小

池
’
ひ
や
け
）
大
根
占
中
学
控
前
（
杉

原
）
大
根
占
小
ゲ
ロ
ト
の
墓
地
附
近
、

麓

（
矢
野
口
宅
地
）
己
“
村
の
上
（
石

原
）
㎞
川
等
で
あ
る
。
出
上
晶
は
山
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
オ
パ

　
　
　
　
　
後
）
が
圭
で
あ
る
が
コ
辿

頚

（写
嘱

（
写
眞
2
左
）
粥
よ
り
曇
（
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ゆ
ガ
　
し

眞
2
石
）
ひ
や
け
及
び
杉
原
よ
り
山
桓

が
発
見
さ
れ
て
U
る
。
士
坪
は
8
1
個
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

お
も
9
に
使
用
し
た
も
の
で
綱
に
」

漁
獲
が
行
わ
れ
て
い
ki
ら
レ
い
。
※
に

紡
錘
車
・
鳳
砂
岩
で
白
仕
六
糎
の
6
6
午
な

　
石
の
申
央
に
穴
を
穿
つ
て
あ
る
。
治
に

よ
り
を
入
れ
る
爲
の
迫
具
で
あ
る
o
当

昭
の
衣
料
の
原
料
は
主
に
野
庄
の
繊
維

　
を
用
い
た
。
絹
布
も
す
で
に
あ
つ
た
ら

　
し
y
が
乙
れ
は
極
一
部
の
人
に
限
り
れ

で
あ
．
o
。

◎
製
地
の
山
品
地
口

毛
下
、
池
田
、
宿
利
原
で
は
弥
庄
式
土

器
の
吸
片
が
敵
布
し

て
い
る
。
特
に
池

田
に
於
て
は
脚
製
石
斧
が
発
見
さ
れ
忘

（写
翼
コ
左
前
）
こ
れ
は
蛇
紋
岩
で
作

ら

れ
見
扇
な
出
來
で
あ
る
。
蛇
紋
岩
は

当
地
万
に
無
い
の
で
宋
腸
閤
代
s
が
b

す
で
に
他
地
域
と
交
易
レ

厄
扇
を
示
す

◎
海
］
甲
に
近
い
台
地

今
日

の
部
落
は
台
地
の
ド
に
形
成
さ
れ

て
い
る
が
当
賭
の
部
落
は
台
地
ω
上
周

辺
郎
に
あ
つ
た
事
は
遺
物
が
証
明
す
る

上
宇
翻
の
上
（
字
坂
ノ
上
）
塩
屋
ω
上

（幸
昌
琶
塩
屋
犀
ケ
瀬
の
中
間
の
台

地

（中
代
迫
牛
・
河
路
中
迫
）
潟
浜
城

の
上

（供
獲
松
・
は
ち
く
ぼ
・
高
岩
）

海
慮
の
上
（
二
牟
乱
・
小
辻
）
等
で
あ

る
。
い
つ
れ
も
土
器
破
片
が
見
ら
れ
る

が
幸
昌
寺
か
ら
は
砂
岩
の
砥
石
が
発
見

さ
れ
た
。
砥
回
に
は
円
い
石
器
を
砥
い 　

　
庶
民
衣
料
と
レ
て
は
野
庄
の
繊
維
を
こ

　
　
の
紡
錘
車
に
つ
な
ぎ
よ
9
を
入
れ
て
つ

　
　
む
ご
、
い
ざ
り
ぱ
た
と
称
す
る
磯
e
織

　
　
つ
完
の
で
あ
ゐ
。
以
上
の
分
布
は
娩
法

　
’
ば
ら
で
隣
町
根
占
の
千
東
庄
字
谷
の
上

　
　
）
に
兄
ら
れ
る
集
咀
部
婿
は
な
か
つ
た

　
　
が
、
麓
一
堺
、
城
の
上
の
台
地
附
近
は

　
　

比
峻
的
人
尿
が
多
か
っ
た
。

　
　
Aロ
地
に
於
て
は
森
林
を
切
り
開
舎
粟
稗

　
　
衷
豆
の
類
を
栽
培
し
海
岸
牛
地
L
於
て

、

　
　
は
沼
田
を
卵
い
て
水
稻
を
作
つ
た
ぷ
で

　
　
あ
ろ
う
。
当
地
方
の
古
代
人
の
宕
貌
風

　
　
習
は
本
州
人
と
租
異
つ
て
異
人
種
と
さ

　
　
1
　
　
ヌ

思
わ
れ
て
い
た
事
は
熊
襲
物
語
の
傳

’

j
　
　
　
ヌ
る
所
で
あ
る
。
乙
れ
は
辺
郡
な
位
蹴

、

p

と
地
形
に
原
因
す
る
塾
大
で
あ
る
。
か

　
　
　
く
考
え
る
と
文
化
の
後
艦
性
は
上
代
の

　
　

み
な
ら
ず
現
代
に
於
て
も
宿
命
的
な
課

　
　

題
と
旨
え

な
い
だ
ろ
う
か
。

薪錠
大

会

　
町
体
商
協
会
で
は
八
月
二
十
二
日
午

前
九
時
よ
り
テ
I
l
ス
は
高
稜
で
柔
蜘
逼

は
大
根
占
小
学
稜
髄
堂
に
於
て
夫
々
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
．
成
縫
次
の
通
0

　
ム
ナ

ニ
ス

部
（謬
加
者
三
二
人
）

個
人
蹴　
1
位
（
別
府
、
江
夏
）

　
　
　
　
二
位
（
大
浦
、
池
江
）

　
　
　
　
三
位
（
吉
山
、
川
鶴
）

　
　
　
　

宿
利
原
叡
職
貝
チ
ー
ム

囚
体
優
勝

　
△
剣
週
部
（
参
加
個
人
二
四
人
）

個
人
蝕
　
一
位
　
湯
　
田
　
幹
　
郎

　
　
　
　
二
位
坂
元
　
　
徹

　
　
　
　
三
位
中
村
伺
行

團
体
優
勝
　
轡
察
署
A
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（渉
加
a
g
人
1
1
1
十
人
）

　
△
柔
迫
部

紅
白
咀
体
職
　優
勝
紅
組

個
人
職
一
位
　
宮
幽
誠
功

　
　
　
　
　
　
　
　

勝

　
　
　
1
1
位

　
　
　
　
　
　
坂
ド

　
　
　
三
位

隈
冗
啓
介

x

早

轄、
，

’

－

L

ワ

L



、

r

j
7の

」
プ
6
，

／
5
1
∴

」

　
　
　
　
F
I

圏

正

し

い

政

酒’口

國

土

和

t

び
　
　
セ
ロ

　
－
M
＿
＿
＿
？
－

L
J
　
－
1
’

　

ザ
句
　
　
，
－
亀
，
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
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今
後

も
発
生
Z

用
意
は
よ
い
か
！

八
月

十
七
、
十
八
両
日
に
亘
っ
て
南
九

州
1
幣
を
襲
っ
た
茄
号
台
風
で
縣
下
の

被
審
額
三
十
億
円
以
上
と
簿
え
ら
れ
、

本
町
に
於
い
て
も
人
畜
家
屋
の
被
書
こ

そ
僅
少
で
あ
つ
た
が
、
脇
作
物
、
そ
の

他
ω
被
書
甚
大
で
総
額
五
千
万
円
に
建

し
た
。
今
後
も
引
続
営
台
風
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
の
で
轡
戒
を
ゆ
る
め
ず
、

災
悟
時
に
は
特
に
次
の
乙
ρ

に
注
意
し

て
被
害
を
最
少
限
に
喰
い
止
め
る
よ
う

努
力
し
ま
し
よ
う
。

1
、
役
場
か
ら
は
出
來
る
だ
け
早
急
に

　
正
確
な
宿
報
を
知
ら
せ
ま
す
か
ら
、

　
部
落
畏
は
洩
れ
な
く
各
戸
に
傭
ヌ
、

　
情
況
を
よ
く

判
断
し
て
、
役
場
の
指

　
示
と
共
に
臨
機
の
措
罎
を
と
る
こ
と
一

2
、
各
家
庭
で
は
轡
報
が
出
た
ら
家
屋

　
の
補
強
、
出
水
個
所
は
水
止
め
を
し

　
河
川
、
下
水
湾
は
通
水
の
よ
い
よ
う

　
に
す
る

こ
と
。

3
、
海
岸
染
線
、
大
河
の
附
近
、
崖
下

　
等
の
佳
家
は
そ
の
時
の
歌
品
で
危
険

　
存
予
想
さ
れ
る
場
臼
は
、
安
易
に
考

鷲
日
に
避
難
す
る
よ
。
に
す
疵

4
、
部
落
内
及
川
囚
の
公
共
施
殼
、
そ

　
の
他
の
災
書
を
発
見
し
た
ら

部
落
長

　
を
通
じ

て
役
場
に
速
報
す
る
こ
と
o

5
、
モ
の
他
か
ね
て
か
ら
懐
中
電
燈
、

　
ロ
r
－
．
ソ
ク
等
必
要
な
も
の
は
傭
ヌ
て

　
お
く

こ
と
。
識
時
中
非
常
の
際
の
よ

　
う

に
袋
詰
に
し
て
か
ね
て
か
ら

準
傭

　
し
て
置
く
乙
と
が
竃
ま
し
い
。

台
風
五
号
の
被
聾
概
要
　．

　
　
　
（
金
額
は
損
轡
額
）

一
家
屋

　全
壊
　
九
棟
　
孚
壌
　
六
一

　
　
　
床
下
浸
水
＝
1
1
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
0
万
円

公
共
建
物

一

繭
川
堤
防
㊤
壊
3
　
　
　
一
〇
六
万
円

町
t
u
　
l
o
ケ
所
　
　
一
一
輪
万
円

崖
崩
れ
　
　
一
グ
所
　
　
　
　
一
万
円

水
路
　
　
二
〇
〇
米
　
　
五
〇
万
円

水
田
　
流
失
埋
没
　
　
一
町
五
反

〃
　
　
冠
水
　
I
H
ハ
町
五
反

畑
　
〃
　
　
　
八
町
N
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
0
万
円

林
遵
　
　
　
三
ケ
所
　
　
　
四
五
万
円

山
之
口
海
岸
防
潮
堤
及
保
安
林
全
壊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
O
茄
万
円

闘
作
物
馨

　
水
稻
　
三
五
％
減
一
、
九
八
八
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
ケ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
1
1
1
P
i
　
s
l
万
円

1110
万
E
I
　
（
写
涯
山
吉
海
岸
防
遭
、
△
は

　
　
　
　
破
壌
さ
れ
た
防
潮
堤
の
一
部
、
上
部
に

　
　
　
　

も
の
す
ご
い
波
け
む
り
が
見
ヌ
る
）

陸
稻

四
五
〃

叢
　
九
〇
〃

甘
賭

二
〇
〃

そ
の
他

木
炭
浸
水
流
失

炭
か
ま
全
壊

被
欝
総
韻

九
四
五
万
円

八
1
0
万
円

六
四
〇
万
円

一l10
万
円

1’
noo
俵

　

五
o
万
円

　　　　　　氣象概況
　　　　　　　鹿見島地方季節予報
　　　　　　　　（鹿見島地方氣象台）

九月概況移雌高気圧の経路が梢北に偏して通過する爲北
高南低の気圧にカU易く、本邦の南岸沿いに醜顔が停濡し易くな
りましよう。天気は上旬末には夏型の天気は崩れ出し、中旬にか
け愚図っき気味となりましようが下旬は恢促レましよう・気温は
並か5ζは稿低目に経過レー時秋らしく・なりましようが月末には稿

高目となる見込です。雨量は大体卒年並ですが上旬末から中旬末

にかけて雨が多くkり法しようn
十月概況　月始めは東支那灘ご低気圧が現われ易く・その後

申筒度高圧爾が強まり移動性高気圧が梢々南偏して本邦を通過し
2しようが、中旬末から下旬にかけて一時北高南低型となりまし
ょb．天瓢は週期的に変化しましよう。しかし中旬未から下旬に
かけて東部では愚図つき気味の日が多くなりましよう。気温は並
か稿高目に経過しますybS中旬末から梢々低目となりましよう。雨
量は西側では前宇に多く、東側では後㊤に多くなりますが月ZISt！2

としては並か稿少ないでしよう。

台風予想九月上旬牢頃、九月中旬￥頃及び九月下旬絡り頃

に南方洋上に現われ、西日本に口來するものがある見込です。

　　　　　　　　予想及卒年値
気　　　　　温　　1　雨　　　　　量 日　　　　照

予　　想　苓年値 予　　　　　　年

九月

一
1
並叉は稿低目
後　稿高目

一　

24雪　並　217曹
予　　想z唇年一一　一

稽々少1192．　　　　［

＋月擢㌔鮨1 1肌o窒膿輔妻1脱 並　　1190．

潅
が
本
稿
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た

大
浪
占
提
区

優
等
　
中
迫
好
哉

山
申
四
郎
次
　
土

　
岩
甚
之
助

永
田
浩

幅
崎
吉
左
衡
門

一
等
　
士
岩
宇
助
　
松
山
茂

二
等
　
山
中
園
松
幅
岡
国
夫
　
永
田

豊

永
田
友
則

三
等
　
幅
岡
正
男
　
外
七
名

但
川
破
区

一
■
　
岡
元
盛
二
　
宮
脇
清
八

二
尋

上
鶴
百
太
郎
岩
偽
賑
二
訂

　
上
■
長
次

園
田
藤
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
●

三
●
　
赤
石
栄
吉
　
外
七
名

亀
田
霞
区

一
●
　
転
坂
竹
殿
　
大
園
甚
太
郎

二
●
　
安
水
ミ

ツ
　
大
園
栄
　
迫
森
蚕

　
大
寓
亘
％

三
⑨
　
野
グ
賂
潤
人
　
外
十
一
名

品
礼
痴
ロ
区

一
尋
　
厚
ケ
瀬
森
造
　
厚
ケ
瀬
政
方
紅

二
烏
　
寝
翻
栄
造
　
鎌
ケ
迫
爾
擁

　
宕
ゑ
原
賠
　
宿
利
原
徳
こ

三
●
　
命
苫
栄
造
　
外
七
名

農
業
技
術
瞬
座

　
楽
繊
の
性
質
と
頂
子
の
準
網

五
号
台
風
は
貢
塵
己
丹
橘
を
こ
め
た
夏

作
に
多
か
れ
少
か
れ
蕃
を
残
し
て
去

り
ま
し
た
。
お
互
い
は
此
の
傷
跡
伝
の

恢
復
に
日
夜
創
意
工
夫
さ
れ
て
増
西
へ

御
糊
進
の
幕
と
思
い
ま
す
。
然
し
春
夏

　
昭

和

　　、

二
＋
九
年
度

蓮
商
顔
業
省
で
は
本
年
九
月
1
日
を
期

　
　
　
り

し
て
全
国
の
卸
頚
、
小
蛍
、
飲
食
店
等

を
営
ん
で
い
る
商
店
に
つ
口
て
洩
れ
な

く

商
業
統
計
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
l

　
り
ま
し
た
。
こ
の
調
斎
は
す
で
に
昭

　
二
十
七
年
に
踊
一
回
胴
査
が
行
わ
れ

今
回
は
第
二
回
目
の
鯛
査
で
あ
り
ま
す

が
、
商
業
腕
尉
鯛
査
の
目
臼
と
す
る
と

こ
ろ
は
全
国
の
商
店
が
現
在
ど
の
よ
う

二

経
営
活
動
冴
行
つ
て
い
る
か
を
調
査

票
を
用
い
て
調
査
し
、
そ
の
結
異
を
と

g
ま
N
め
た
数
字
に
よ
つ
て
’
商
築
食

般
の
実
態
を
把
握
し
て
適
山
な
商
藁
政

策
を
立
て
る
基
礎
登
料
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
し
た
が
つ
て
こ
の
胡
査
は

閥
店
の
皆
磁
か
ら
必
ず
報
告
゜
i
て
頂
く

ん
め
、
ま
た
挺
実
を
報
曽
し
て
い
た
’
A

く

た
め
に
、
統
計
法
に
基
く
「
拍
足
疏

副

調
査
』
と
な
つ
て
居
り
ま
す
。

こ
の
た
め
折
角
皆
様
か
ら
御
提
幽
願
つ

”

商
業
統
計
調
査
”

菜
種
の
栽
培

た
鯛
査
票
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
嘱
竃

な
配
慮
が
な
さ
れ
、
統
酎
法
に
基
い
て

調
査
票
を
統
尉
以
外
の
目
的
、
例
ヌ
ぱ

徴
税
そ
の
他
皆
様
の
御
迷
惑
と
な
る
よ

う
な

値
途
に
用
い
る
こ
と
を
殿
禁
す
る

と
共
に
統
計
調
査
に
從
扇
す
る
も
の
は

通
商
雀
業
省
、
縣
、
町
役
場
の
統
計
扇

務
に
從
事
す
る
職
員
と
し
、
調
査
の
た
．

め
隠
接
み
な
さ
ま
の
所
に
お
伺
U
ず
る

者
は
、
都
道
府
聯
知
扇
が
任
命
し
た
商

業
瓶
酎
調
査
員
に
限
定
し
、
か
つ
、
ご

れ
ら

の
者
が
皆
機
の
御
報
皆
に
係
る
覇

項
を
他
に
洩
ら
し
た
ど
き
は
、
罰
則
を

課
ず
る
こ
と
＼

す
る
な
ど
、
皆
佼
の
経

営
上
の
秘
密
の
保
護
に
っ
い
て
は
、
万

全
の
措
置
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
商
業
統
尉
鯛
査
は
、
前
遮
の

よ
う

な
目
的
に
ょ
つ
て
、
国
が
商
店
だ

け
に
つ
い
て
行
う
唯
一
の
調
査
で
、
し

か
も
1
1
年
に
一
回
行
う
も
の
で
あ
り
、

九
月
一
日
現

在
で

實

施

か
つ
関
査
事
項
に
つ
い
て
は
必
要
最
少

隈
度
に
止
め
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

実
施
に
あ
た
つ
て
調
査
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
つ
た
皆
磯
の
充
分
な
御
理
解

N
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
ず
。

開
査
区
及
關
査
員

第
一
調
査
区
田
代
縣
週
以
北
の
大
根

　
占
稜
区
及
び
坤
川
、
宿
利
原
稜
区

　
　
　
　
　

調
主
員
　
大
戸
宰
之
助

第
二
調
査
区
　
田
代
ぬ
週
以
南
の
大
根

　
占
稜
区
と
池
田
稜
区

　
　
　
　
　

廟
蒼
員
　
吉
元
宗
太
郎

　
但
し
池
田
、
宿
利
原
地
区
は
腿
寛
上

　
役
場
職
貝
が
闇
変
に
当
る
。

基
本
選
拳
人
名
簿

　
　
　
　
　
調
製
に

つ
い
て

基
本
選
挙
人
名
簿
は
毎
軍
九
月
十
古
日

現
在
で
調
製
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

’
v
v
．
t
．
t
°
i
・
”
－
°
儒
～
ゾ
も
・
ノ
～
・
ノ
”
“
・
”
”
－
l
i
e
t
v
v
”
1
、
8
、
E
I
．
．
8
～
ノ
～
，
－
r
t
－
S
”
－
“
－
v
＿
t
．
v
“
－
p
‘
．
．
．
＿
”
“
”
”
”
，

甥
　
台
風
後
水
稻
の
病
虫
審
発
生
が
心

　
配
’
す
。
病
虫
害
の
桶
類
、
網
妹
、

　
防
除
広
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
碧
下
次
書

農事相談
．　

す
が
、
病
虫
害
は
適
期

に
遼
斑
二

訪
醸
が
必
要
で

　
す
。
吹
の
要
領
壬
完
女
に
Q
つ
て
下

　

さ
い
汐

一病
ひ
　
ー
・
白
葉
枯
病
…
…
八
月
末
か

　

2
、
紋
枯
病
…
…
葉
ざ
や
の
表
面
に

淡
様
又
は
暗
灰
色
の
円
形
か
雲
形
の
病

班
が
出
察
’
内
部
は
灰
白
色
に
周
囲
は

　
淡
褐
色
’
ト
ふ
ち
が
出
來
ま
す
。
甚
し
い

　
鱒
は
葉
全
体
が
栖
れ
る
。

　
　
3
、
秋
う
ん
か
　
〈
ト
ピ
イ
ロ
ウ
ン
カ

　
）
秋
虫
と
俗
に
云
う
・
；
・
年
玉
回
発
生

　
し
第
一
化
六
、
七
月
笥
二
化
八
月
鯛
三

l　　　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヤ
ニ
　
ヘ
ル
ぎ

百
顯
訟
顯
騒
」

　
　
　
　
　
t
－
r
v
－
＝

　
　
　
　
v

か
ら
田
ん
ぼ
に
入
つ
て
株
の
申
を
分
け

て
よ
く

探
す
。
葉
の
色
と
虫
体
の
色
が

同
じ
で
見
落
さ
な
y
よ
う
注
意
す
る
o

　
　
　
　
　
　
　
．

防

除

法

　

病
轡
は
窒
素
肥
料
が
過
ぎ
な
い
よ
う

注
禽
し
、
時
々
落
水
す
る
か
、
水
を
か

け
慌
し
に
す
る
o
同
じ
水
が
長
尋
問
ぷ

ま
る
の
は
よ
ぐ

な
い
。
六
斗
式
石
氏
ヨ

倍
ボ
ル
ド
ゥ
液
か
セ
レ
サ
ン
石
灰
、
撤

粉
ボ
ル
X
ウ
を
用
い
る
。

秋
う

ん
か
は
D
D
T
乳
剤
t
　
H
I
I
O
0

倍
か
R
H
c
粉
剤
三
％
を
用
い
る
o

病
虫
審
同
賠
防
除
に
は
1
3
H
C
一
袋
に

セ
レ

サ
ン
一
袋
を
混
合
し
で
匝
う
と
よ

い
。
　
　
　
　
（
宮
グ
谷
技
師
）

す
か
ら
、
次
の
扇
項
に
よ
り
1
人
の
洩

れ
も
な
い
礫
注
慧
さ
れ
度
い
。

一、

こ
の
名
簿
に
登
■
さ
れ
る
賢
格
の

　
あ
る
人
は
日
本
人
で
駆
和
九
年
十
二

　
月
二
十
1
日
以
前
に
庄
れ
、
本
年
六

　
月

十
六
日

以
蘭
か
ら
馴
㊧
綾
室
大
根

　
占
町
に
居
庄
し
て
い
る
人
で
す
’

一
、

年
令
は
基
本
選
挙
人
名
簿
■
定
臼

　
　
（
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
ヨ
）

　
で
術
二
十
才
に
達
し
彪
人
で
す
・

今
回
の
名
簿
の
調
製
に
あ
た
っ
て
は
礒

春
行
な
わ
れ
る
地
方
選
羊
に
使
用
し
凌

lす
の
で
念
の
爲
申
し
添
牙
ま
す
o

　
　
　
（
大
根
占
町
選
挙
管
理
委
員
《
5

校
直
別
葉
煙
草
品
評
会

煙
箪
耕
作
組
ρ
口
で
は
八
月
十
九
日
禰
川

枝
区
を
振
り
出
し
に
二
十
一
日
宿
利
原

二
十
二
日

池
田
、
＝
十
1
1
1
日
大
根
占
と

本
年
度
駿
区
別
葉
た
ば
こ
品
酔
会
か
開

催
し

そ
の
成
縫
は
次
の
通
り
で
し
た
e

間
1
1
　
I
－
七
日
町
品
騨
会
が
開
か
れ
ま
し

p
t
・
－
8
命
S
●
●
t
”
竃
”
＃
●
t
l
●
■
t
l
●
＃
t
恰
■
●
●
●
●
●
■
■
●
◎
■
■
時
■
φ
妻
9
■
垂
・
●
●
●
●
曽
S
●
・
・
．
●
●
■
■
・
・
…
●
●
●
●
●
●
■
8
●
8

秋
蒔
の
疏
菜
栽
培

新
酷
な
野
菜
は
我
々
の
健
撰
を
勾
■
し

明
已
へ
の
力
を
養
う
も
の
　
す
．
毎
日

の
三
食
に
は
必
ず
野
菜
が
・
L
な
い
よ

う
秋
各
臨
榮
を
巧
く
作
－
．
9
ン
よ
う
o

次
の
こ
と
を
参
考
に
さ
れ
寓
田
含
き
ょ

う
願
い
ま
す
。

一
、

人
参
1
1
八
月
播
O
、
●
ロ
亨
魑
の

　
爲
作
付
面
櫨
も
声
・
．
，
っ
6
っ
　
と
思
一

わ
れ
る
が
、
嘱
を
己
つ
て
胆
皇
，
°
鋤
舎
・

つ
け
る
。
土
一
辞
皐
生
事
を
三
洛
C
レ

て
唐
濯
時
琴
誤
の
品
種
を
用
、
・
、
管
引

遇
肥
を
ゴ
く

れ
ぬ
よ
う
一
綬
堅
結
管
垣

に
入
倉
を
期
す
べ
吉
で
あ
る
。

二
、
甘
藍
」
夏
撒
き
甘
藍
は
八
お
、
札

　
か
ら
九
月
上
旬
に
播
宕
、
す
で
に
丘

南
中
の
苗
床
に
お
い
て
は
堪
k
、
日
覆

を
な
し
、
病
審
虫
の
坊
敵
、
D
D
T
乳

剤
又
は
銅
製
剤
の
撤
亭
を
行
う
こ
と
。

筒
九
月
上
旬
に
婚
v
も
の
は
品
禰
は
サ

ク
セ
ツ
シ
ョ

ン
を
用
、
v
坪
当
り
堆
肥
玉

〆
、
硫
安
過
石
各
々
三
〇
匁
’
木
灰
三

oo
匁
、
下
肥
一
〆
と
し
、
石
灰
は
整

地
の
s
s
　
1
　
o
o
匁
を
施
用
す
る
。
黄
鼠

に
坪
当
一
句
描
営
反
当
五
句
の
田
子
を

必
要
と
す
る
o

三
、
大
根
類
1
1
八
月
播
旬
が
富
臨
の
民

　
不
可
能
で
あ
つ
た
所
は
E
を
蝿
て
す

ぐ
播
く
よ
う
準
傭
し
ま
し
よ
う
甲
然
し

今
月
上
旬
迄
は
宿
汽
昌
◎
竃
し
よ
う
e

一酉
暢
期
が
遅
れ
た
ら
品
■
を
多
少
変
ヌ

ゾ

秋
多
時
期
的
に
作
付
と
経
営
の
計
画
を

設
計
し
て
経
営
を
よ濃
K
し
て
生
活

を
薬
に
向
上
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
b

作
初
を
栽
培
す
る
に
は
作
物
の
性
質
と

　
　
　
　
　
　
　
　

戟
培
万
法
を
知
つ
て
始
め
て
充
分
涯
増

M
が
f
l
戻
p
t
す
．
暫
R
妬
傾
撒
上
で
各

作
菜
題
に
電
い
て
皆
緩
戸
勉
強
致
し
ま

す
“
本
間
の
参
作
靭
は
飽
■
が
廷
め
て

少
く
、
避
、
菜
●
、
劃
d
つ
か
に

エ
ン
ド

吉

咳
は
日
記
香S
甘
l
e
）
て
π
ー

ピ
ン
、
れ
ん
げ
軍
含
ど
曽
■
に
す
吉
な

い
の
で
高
属
存
■
と
し
て
は
■
●
相
手

と
c
1
る
怪
司
が
危
く
璽
樋

L‘

K
B
f
，
あ
り
衰
す
．
治
撚
撫
稽
上

か
ら
竃
e
c
て
町
内
全
綬
に
亘
つ
て
泡
応

し
●
培
は
亀
8
田
を
除
く
と
全
部
出
※

pt
†
・
夏
の
■
培
に
劃
で
も

出
央
又
限
題
の
路
　
　
　
花
落
冥
で
反

当
亘
邑
二
〆
一
〇
六
匁
、
賃
　
一
力

匁
、
加
皿
主
＝
二
匁
も
胞
恥
分
が
露
万

ま
す
◆
之
は
反
面
菜
■
は
多
く
更
翻
を

必
蓄
と
し
又
肥
●
ψ
騒
鞭
力
が
弱
い
か

ら
「
」
全
り
詮
す
が
、
皆
■
が
御
存
じ
通

り
：
が
ふ
つ
ヂ
ら
と
駄
く
後
地
が
肥
ズ

る

心
江
6
実
で
あ
り
竃
す
。
地
力
を
増

鍵
」

■
翻
し
定
す
・
賓
に
労
力
は
極
め

て
夕
く
臣
吟
富
倍
∵
五
人
・
－
－
　
I
　
0
人
、

写
0
で
一
〇
人
1
｝
五
人
で
最
近
カ
ル

チ
な
Z
促
う
方
は
ま
だ
く
労
力
は
少

く

て
⑰
培
出
來
る
の
で
す
。
仕
事
の
性

質
を
竃
ズ

る
と
、
稻
、
麦
、
其
の
他
の
作

奏
に
比
べ
て
軽
い
仕
串
で
あ
り
ま
す
。

・ぽ

栄
養
的
に
考
牙
て
何
人
も
必
要
は
作
物

■
民
雛
蜜
第
三
九
号
の
栄
養
の
知
議
に

よ
る
と
、
鴎
閣
期
の
脳
民
で
は
「
日
男

二
’
i
，
o
9
三
リ
ー
、
女
一
、
九
O

o
カ
n
リ
ー
、
s
竃
期
で
は
三
、
三
〇

o
カ
ロ
リ
ー
を
要
し
、
砥
白
を
一
日
約

七
〇
□
食
物
全
体
の
ヵ
ロ
リ
　
’
－
の
約
一

割
を
脂
肪
と
し
て
と
る
こ
と

が
必
■
で

あ
る
と
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
お
互
い

の
食
糧
は
米
、
麦
、
イ
モ
類
を
圭
と
す

る
澱
粉
質
に
か
た
よ
D
す
ぎ
て
い
る
と

云
わ
れ
る

の
で
も
つ
と
蛋
白
と

陪
肪
を

と

つ
て
食
庄
活
を
改
善
し

て
健
康
の
増

遽
を
は
か
り
毎
日
決
く
働
く
よ
う
に
す

る
爲
に
も
耕
地
の
多
少
に
か
s
わ
ら
ず

英
■
の
穀
培
は
必
翼
で
あ
り
叉
裏
作
と

し
て
g
害
も
少
く
慨
格
も
安
外
よ
く
夏

枯
れ
縛
の
庄
居
賢
金
と
し

て
有
利
な
経

塙
咋
物
と
し

て
の
性
絡
の
作
物
で
あ
り

●
す
●

以
上
の
こ
と
を
考
オ
上
手
に
栽
培
す
る

に
は
よ
い
晶
磁
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
り
ま

す
・
菜
穐
の
品
穏
は
可
成
り
多
く
全
国

に
栽
培
さ
れ
る
品
穐
で
も
代
表
品
櫨
四

’
　
　
も
あ
り
ま
す
。
本
縣
で
は
蘂
種

N
林
十
四
号
、
伊
勢
黒
、
湘
屋
種
が
大

邸
分
を
占
め
て
お
り
ま
す
o
本
町
で
は

英
種
醐
林
十
四
号
が
大
部
分
を
占
め
て

居
り
ま
す
。
菜
顧
の
晶
種
を
決
定
す
る

上
に
は
次
の
様
な
塔
に
注
意
ず
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
1
、
水
田
に
栽

培
す
る
場
台
は
束
種
■
林
十
四
号
か
瘤

屋
種
を
選
ぶ
∨
2
’
畑
に
殺
培
す
る
堤

合
は
楽
種
■
林
十
四
号
を
選
ぶ
こと
。
．

3
、
蓬
竺
穀
に
亮
気
よ
り
曇

嬢
う

傾
卿
が
あ
り
N
r
。
品
種
に
よ
b

て
草
寓
に
ぺ
し
て
敏
感
な
も
の
と
工
な

．

も
●
・
6
め
り
N
す
o
檀
屋
樋
は
早
寄

＋

－

t…
－
l
・
e
t
t
i
－
－
l
t
d
●
・
t
●
l
●
l
t
．
l
t
．
●
l
t
●
－
●
●
i
●
、
●
●
●
8
8
●
●
■
■
…
…
●
◆
3
；
■
●
●
●
●
ξ
●
旨
■
t
●
t
●
●
t
”
t
・
・
－
・
L
t
・

　
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
即
ち
み
の
邸
全

　
大
根
ば
八
月
播
吉
が
有
利
で
九
三
↑
八

　
つ
て
か
ら
は
漬
物
大
田
を
硝
、
．
貢
■

　
大
根
は
八
月
下
旬
か
ら
た
り
子
か
け
て

　
播
く
。
晩
生
系
の
糎
島
λ
製
●
も
K
月

中
旬
迄
と
す
る
e

　
反
当
施
肥
例
は
マ
、
己
且
じ

　
堆
肥
二
〇
〇
’
7
●
鴨
1
0
〆
過
石
一

　
o
〆
、
＋
，
J
　
y
I
　
l
　
0
X
下
肥
1
O
O
〆
反

　
当
り
ξ
†
る
、
反
当
福
子
量
は
一
升
で

　
西
殆

】
●
臼
は
多
く
す
る
。

N
、
口
刷
胡
瓜
1
1
九
月
上
旬
搬
種
で
十

　
　
I
l
：
よ
り
二
月
迄
収
穫
す
る
。
品
種

に
落
合
策
の
も
の
が
良
く
苗
床
か
直
播

　
舎
に
す
る
。
栽
培
希
堕
者
は
申
込
み
下

さ
い
。
鴎
協
庸
水
遙
。

五
、
玉
葱
‖
櫨
早
生
愛
知
白
は
八
月
中

　

旬
頃
か
ら
描
苦
貝
塚
早
生
は
九
月
上

旬
に
か
け
て
v
a
く
O
　
1
般
に
播
く
泉
黄

も
九
月
上
旬
描
き
と
す
る
。
反
当
り
苗

長
は
二
〇
玲
と
し
坪
当
り
肥
料
は
甘
藍

に
康
ず
る
。
播
種
量
三
弓
と
し
反
当
穂

子
量
は
王
合
と
す
る
。

六
、
白
楽
1
1
高
冷
地
は
八
月
中
旬
慰
宕

　
と
し
一
般
地
粥
は
九
月
上
旬
書
き
と

す
る
。
品
穂
と
し
て
は
京
園
三
号
、
愛

知
白
楽
、
チ
ー
フ
、
起
頭
連
、
松
島
純

二
号
の
結
煤
轄
．
を
用
い
、
宇
＄
球
で
は

山
東
茶
、
坦
〆
イ
●
を
用
い
る
o
白
菜

は
野
蘂
瑠
撫
恒
も
駐
科
を
多
く
必
璽
と

し
ま
す
㊤
で
多
拒
穀
培
に
し
ま
し
よ
う

七
、
実
苗
芸
　
町
園
芸
振
興
会
の
栽
培

　
計
両
が
一
〇
町
歩
で
九
月
下
旬
播
穂

の
予
定
一
あ
り
1
般
の
方
の
協
力
を
顕

い
ま
†
。
■
■
は
暁
巾
五
－
－
六
尺
株
間

一
茄
尺
＝

所
四
粒
播
と
し
反
当
柚
子

ロ
は
　
む
ご
ほ
と
す
る
　
エ
　
に
　
な
ゆ
り

誤
％
』
霧
罐
遷

自

九

日

■

に
弱
く

脇
林
十
四
号
は
比
鞍
的
強
い
の

で
、
そ
れ
く
＼
の
特
性
を
庄
か
し
て
栽

培
品
穐
を
選
ぶ
こ
と
が
肝
問
で
あ
0
法

す
。
晶
種
を
幽
ん
だ
ら
必
ず
よ
い
和
な

操
り
ま
す
。
菜
穏
の
顧
子
は
細
か
く
一

升
の
粒
数
は
晶
稲
に
依
っ
て
苦
は
あ
り

ま
す
が
大
体
三
十
万
粒
内
外
で
あ
り
法

す
o
本
圃
に
植
付
け
る
苗
数
は
反
当
四

OOO
本
か
ら
五
、
○
O
O
本
程
度
で

あ
る
の
で
願
子
燈
は
僅
か
一
、
八
句
で

尼
り
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
播
種
よ
り

成
苗
迄
に
故
障
や
間
引
に
依
る
減
少
を

見
て
五
弓
多
く
て
一
合
も
あ
れ
ぱ
充
分

で
あ
り
N
す
。
菓
種
も
毎
年
自
家
栽
培

の
■
子
を
使
う

の
は
晶
柚
が
退
化
し
ま

す
の
で
ニ
ー
三
年
毎
に
或
は
毎
年
搬
刷

圃
の
樋
子
で
口
新
す
る
こ
と
が
必
要
で

増
塵
の
こ
つ
で
も
あ
り
y
し
よ
う
。
選

稲
の
方
法
に
は
水
遭
叉
は
入
水
遭
て
」
が

あ
り
ま
す
。
塩
水
邊
に
つ
“
て
申
上
げ

ま
す
と

（水
一
斗
に
食
竈
一
升
を
塔
か

す
）
比
竃
一
、
〇
五
の
塩
次
遇
を
．
3
い

ま
す
o
此
の
麹
種
に
よ
つ
て
匂
卒
口
や

末
熟
粒
、
殊
に
今
年
の
場
台
は
発
穿
口

等
の
屑
粒
や
損
傷
粒
等
不
良
顧
チ
と
か

M
皆
旗
と
共
に
楽
顧
栽
培
上
一
看
麓
害

を
与
ズ

る
園
核
病
の
元
で
あ
る
閑
軽
の

除
去
を
し
珪
す
。
禾
良
種
子
を
取
除
か

ず
操
種
し
た
ま
＼
播
け
ば
発
芽
が
悪
C

く
且
つ
不
揃
と
な
り
完
全
な
発
育
を
し

ま
せ
ん
。
も
う
一
度
苗
㊤
作
と
云
う
欝

葉
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。
塩
水
週
が

出
來
た
ら
直
ち
に
水
洗
い
し
て
円
蔭
で

速
か
に
乾
燥
し
更
に
よ
く
乾
燥
し
た
木

灰
を
混
台
し
て
水
分
の
吸
牧
を
防
ぎ
ま

す
。
葉
種
は
貯
殿
法
、
種
子
の
乾
燥
如

　
　
　
　
　
路
芽
力
に
芦
異
が
あ
る
も

　
　
　　　

す
。
筒
蚤
鑑
稿

で
朽
う
工
り
鶴
嬬
内
で
錨
厨
で
蓼
尋

と
が
塩
水
及
労
力
、
方
法
鞠
に
有
利
と

考
え

ら

れ
ま
す
の
で
皆
様
の
共
同
理
私

の
程
を
切
叡
し
ま
す
。
一
人
の
成
巧
よ

り
多
く
の
人
の
成
功
が
肚
会
進
歩
で
あ

る
こ
と
を
喜
ん
で
貰
い
度
い
。

以
上
述
べ
ま
し
た
方
法
と
口

的
の
ド
に

樋
子
の
準
備
を
し
て
今
月
巾
に
播
純
又

は
播
穂
の
準
備
を
し

珪
す
。
本
町
で
は

醜空＼
電

パ
ノψ恥

囹

ず


